
 

令和７年度 武蔵野市立関前南小学校 学校経営計画書 
 校 長  曾我 泉  

はじめに 
 

今の子供たちが生きるこの時代は、情報化、グローバル化といった社会的変化が、予測ができない速さで進

んでいます。また、人工知能が発達し、今まで人間が担ってきた職の多くが人工知能に変わっていくと予想され

ています。しかし、人工知能は与えられた目的の中でしか動くことができません。一方人間は、自らの感性を働か

せ、どのような未来を切り拓いていきたいのか考え、実現していくための道をつくっていくことができます。その道

を歩んでいくためには学力はもちろんのこと、自分を大切にし、同じように周りの人も大切にできる人権尊重の

精神、社会で共に支え合って生きていくための規範意識や社会参画意識、またよさやたのしさ、美しさを大切に

できる豊かな感性が必要です。 

第四期武蔵野市学校教育計画は、『自他の幸せと豊かな社会を実現する未来の創り手を育む』という基本

理念の実現を目指し、「学校での子どもの育ちや学びを支える基盤をつくる」「自らの人生を切り拓く自信と意

欲を育む」「多様性を生かし、社会を形成する力を培う」の３つの方針を設定しています。 

本校においても、市の掲げる基本理念を基に、教育目標として『人間尊重の教育を基盤として、心身ともにた

くましく、情操豊かで創造力に富み、生涯にわたって自己陶冶をめざす児童を育成する。さらに、進んで国際社

会に参加、協力できる能力と態度を培う。』を掲げ、「しっかり考える子ども【重点】」「すなおでやさしい子ども」

「元気な子ども」を３つの柱とした教育目標の達成を目指します。 

関前南小学校に集う全ての人が、一人の人間として大切にされ、お互いの違いを認め合い、受け入れ合う温

かい学校を築き上げていきます。そのような温かい関係性の中で、地域や学校に誇りをもち、他者と十分にかか

わりながら、主体的に参画する力や多様な人々と協働する力を培います。また、デジタルを活用した資質・能力

の向上を推進するとともに、学校・家庭・地域の連携を深めた教育活動を進め、生涯を通して学び続けることが

できる、心豊かでたくましい「関南の子」を育んでいきます。 

 

目指す学校 
 

 

 

◇ 主体的に学びに向かい、粘り強く取り組む子どもを育てる学校   

◇ 自分の成長も周りの成長も共に喜べる学校 

◇ 親しみのある、安心感のもてる学校     

◇ 地域の中にある、地域とともに歩む学校 

・将来に向け、向上心をもち主体的に学び続ける意欲をもつ児童 

・かかわりを通して他を認め思いやるとともに、自己を肯定できる児童 

・きまりを大切にし、命と体を大切にする児童 

・学校・地域に誇りをもてる児童                                 

 

・参画意識をもち、できることを考え前向きに行動できる教職員 

・子供たちの成長を共に喜ぶとともに互いのよさを認め合える教職員 

・向上心をもち自己研鑽に励む教員                 

・子供に寄り添い、保護者・地域に信頼される教職員 

 

 

『ひかり輝け この広場から』 
～みんなで学ぶ みんなで創る～ 

目指す児童像 

目指す教職員像 



 

中期目標と方策 
(１)「しっかり考える子ども」の育成を目指して 

【確かな学力を身に付け、資質・能力を育む学習指導】 
・個別最適な学びと協働的な学びを促進し、学びに向かう力を醸成する。 
・個々の実態に応じた指導の充実をすすめ、生きて働く知識技能の確実な習得を図る。 
・主体的な活動を通して、状況に合わせて生かす思考力・判断力・表現力の育成を図る。 
・対話的な活動を意図的・計画的に取り入れた協働的な学びの充実を図り、互いに学び合い高め合 
う態度の育成を図る。 
・様々な表現方法を取り入れた教育活動を進め、言語活用能力の向上を図る。 
・カリキュラム・マネジメントや地域の特色を生かした組織的・計画的な教育活動を通して課題発見、 
解決能力の育成を図る。   
・学習者用コンピュータや学校図書館等、様々なメディアの特徴を生かした学習活動を充実し情報活 
用能力の育成を図る。 

・キャリア・パスポート等を活用し、今の自分を見つめ直し、自信を高める教育活動を推進する。 

 

(２)「すなおでやさしい子ども」の育成を目指して 

【豊かな人間性を育む心の教育と生活・進路指導】 
・学級や学校における所属感を高める指導を行い、自己肯定感を高める。 

・児童が当事者意識をもち、意見を述べ、学校づくりに関わっていく社会参画意識の育成を図る。 
・挨拶などの積極的な生活指導を取り入れ、互いに認め合い尊重し合う関係の構築をすすめる。 
・ともに作り上げた「関前スタンダード」を活用し、児童一人一人の規範意識の醸成を図る。 
・多様な他者とのかかわりを通して、多様な価値観を認め合う道徳教育の充実と人権尊重教育の推進を図
る。 

 

(３)「元気な子ども」の育成を目指して 

【自らの体を大切にする体力向上、保健指導・安全指導】 
・日常的な運動の場と多様な取組の充実を促進する。 
・生涯を健康で安全に過ごすための、自らの心身を大切にする素地を醸成する。 
・食育および健康教育の充実を図る。 

 

(４)地域とともにある「開かれた学校」づくりを目指して 
・開かれた学校つくり協議会と協働することで、多様な観点で教育活動を常に評価し、教育活動の充実を
図るとともに、学校にかかわる様々な立場の人が主体的に教育活動に関わろうとする仕組みを構築する。 

 

(５)困り感を軽減する特別支援教育の推進を目指して 

・特別支援教育コーディネーターを中心とした校内体制の充実と、専門家スタッフや関係諸機関と連 

携した児童理解と指導・支援をすすめる。 

 

（６）義務教育９年間のゴールの明確化や、小・中学校で共有するための取組 
   ・キャリア教育の推進 

   ・小中で連携した活動の充実 

 

(７)これからの社会を見据え、恵まれた地域性を生かした特色ある教育活動の推進を目指して 

・「武蔵野市民科」を中心とする、中学校と連携した市民性を育む教育活動の充実 

・ICTを日常から適切・安全に利活用できる資質を育むデジタル・シティズンシップの醸成 

・「読書センター」「情報センター」「学習センター」としての学校図書館の活用 

・本校ならではの特徴を生かした教育活動の推進 

 

（８）教職員のやりがい支援や校務DXを含めた働き方改革の取組 

・主体的に取り組む教員研修の充実 



 

・互いに高め合う教職員集団作りと、組織的な人材育成 

・ICT機器利活用の全体的な知識・技能の向上 

・働き方改革を推進するための校務分掌組織作り 

・(教育)公務員としての服務遵守の徹底 

 

（９）全教職員が学校運営の主体者となるための取組 
   ・一人一人の活躍の場を広げる校務分掌配置 

   ・自己申告システムの活用による目標設定と対話による見通し  

・主体的に学び続けるモデルとしての理解を促進する。 

 

今年度の重点目標と方策 
(１)「しっかり考える子ども」の育成を目指して 

【確かな学力を身に付け、資質・能力を育む学習指導】 
・個別最適な学びと協働的な学びを促進し、学びに向かう力を醸成する。 

個別最適な学びと協働的な学びを促進し、自己選択する教育活動を取り入れ、粘り強く学び続けたり、
自らの学びを調整したりして学んだことを生かそうとする学びに向かう力を醸成する 

 
・個々の実態に応じた指導の充実をすすめ、生きて働く知識技能の確実な習得を図る。 

学習指導要領の内容の確実な定着を目指し、児童・学校・地域の実態把握と教科等横断的な視点に

立ったカリキュラムマネジメントの充実に努め、導入する教科担任制を活用し、組織的・計画的に教育

活動の質の向上と教員の資質向上を図る。 

算数科では「東京方式習熟度別指導ガイドライン」に基づいて、効果的な指導方法や指導体制を工夫

する。全学年で習熟度別少人数指導を実施し、基礎学力の定着を図っていく。また「東京ベーシック・

ドリル」を活用した補充的・発展的な学習を通して、確かな学力の定着・向上を図るとともに、学習へ

の自信を育んでいく。 

 
・主体的な活動を通して、状況に合わせて生かす思考力・判断力・表現力の育成を図る。 

各教科等において、習得・活用・探究の学習過程を計画的に実践するとともに、「見方・考え方」を働
かせ、対話を通して協働的に学び合う時間を確保し、児童が自分の考えを深めたり広げたり表現した
りできる授業を推進する。 

 
・対話的な活動を意図的・計画的に取り入れた協働的な学びの充実を図り、互いに学び合い高め合 
う態度の育成を図る。 

言語の働きや文化への理解を図り、英語を活用してコミュニケーションする力を高め、国際社会に貢献

できる資質・能力の伸長を図るために、第３・４学年は体験的に「聞くこと」「話すこと」を中心とした、

第５・６学年は「読むこと」「書くこと」を加え、外国語で自分の考えや気持ちなどを表現する力を育成

する授業づくりを、外国語担当教諭を中心に、都講師やＡＬＴと協働して推進する。 

 
 ・様々な表現方法を取り入れた教育活動を進め、言語活用能力の向上を図る。 

日頃の学習状況、学力調査等の結果から児童の実態を把握した「授業改善推進プラン」を基に、自己

解決と協働的に学び合う時間を確保し、児童が自分の考えを深めたり広げたり表現したりできるよう

言語活動の充実を通して、学びへの自信と意欲を高めることのできる授業改善を行う。 

 

 ・カリキュラム・マネジメントや地域の特色を生かした組織的・計画的な教育活動を通して課題発見見、解

決能力の育成を図る。   

学習指導要領の内容の確実な定着を目指し、児童・学校・地域の実態把握と教科等横断的な視点

に立ったカリキュラムマネジメントの充実に努め、導入する教科担任制を活用し、組織的・計画的に

教育活動の質の向上と教員の資質向上を図る。 



 

地域の教育材を活用した体験的・探究的な学習を通して、自ら課題を設定する力・情報を収集する

力・分析する力・まとめて表現する力・生活に生かす力を育てる。 

セカンドスクール、プレセカンドスクールでは、豊かな自然や文化と触れ合い現地の人々との交流を

通し、児童の主体的・協働的な学びとなるよう指導内容の充実を図る。自ら課題を見付けて解決の

見通しをもたせ、発表の目的や対象を意識した計画的な活動にする。 

  
・学習者用コンピュータや学校図書館等、様々なメディアの特徴を生かした学習活動を充実し情報活用
能力の育成を図る。 

これまでの教育実践と学習者用コンピュータの活用を効果的に組み合わせ、自らの学びの成果や

進度を把握しやすくするとともに、多様な他者との連携や探究活動を促進する。 

 

・キャリア・パスポート等を活用し、今の自分を見つめ直し、自信を高める教育活動を推進する。 

朝の時間にキャリアパスポートを活用し、現在の活動をまとめ今までの成長を振り返る機会を年間
通して設定・実践するとともに、定期的に家庭にも持ち帰り保護者とも共有することで、児童一人一
人がよりよい将来の姿を想像し自信や意欲を高め、今後の生活に生かしていく機会とする。 

キャリア教育全体計画に基づき、他者の個性を理解し働きかける力(人間関係形成の能力)を育成し、

集団活動の中でリーダーシップやチームワークを発揮できるようにする。 

各教科等のねらいや指導の重点項目と関連付けたキャリア教育年間計画を見直し、学習活動を通

して自分らしい生き方を実現できる資質・能力を育む。 

 

（２)「すなおでやさしい子ども」の育成を目指して 

【豊かな人間性を育む心の教育と生活・進路指導】 
・学級や学校における所属感を高める指導を行い、自己肯定感を高める。 

特別活動を中心に、全教育活動を通して話合い活動を充実させ、児童一人一人のウェルビーイング

の向上を図るとともに、身近な問題を自主的に解決していこうとする社会参画意識と実践的態度の

育成を図っていく。 

 

・児童が当事者意識をもち、意見を述べ、学校づくりに関わっていく社会参画意識の育成を図る。 

学級活動における話し合い活動の充実を図るため、全校において議事進行の仕方を整えるととも

に、児童会活動を通して、子ども主体で計画する自発的・自治的な活動を充実させ、他の意見を認

めた上でよりよい意見にまとめる集団参画意識の育成と、自分たちでやり遂げる達成感をもたせ

る。 

武蔵野市子どもの権利条例を踏まえ、多様な価値観を認め、あらゆる偏見や差別をなくす心の教育

に努め人権尊重を基盤とした教育を推進する。 

 

 

・挨拶などの積極的な生活指導を取り入れ、互いに認め合い尊重し合う関係の構築をすすめる。 
全教育活動の柱として「挨拶」を取り入れ、挨拶を通した自己他者理解、他者肯定の意識を高め
る。 

いじめ防止基本方針や SNS ルール、ふれあい月間、全学年個人面談などの取り組みを通して、

家庭・地域との信頼関係を育み、連携して好ましい人間関係の育成を図る。 

学校におけるいじめの未然防止、早期発見、早期対応を「いじめ対策委員会」を中心に、組織的

かつ迅速に対応する。また、一人一人の個性を尊重し、豊かな人間関係の構築を図る。 

 
・ともに作り上げた「関前スタンダード」を活用し、児童一人一人の規範意識の醸成を図る。 

児童一人一人が安全に安心して学校生活を送るために学校全体で「関前スタンダード」を活用し、

挨拶・姿勢・言葉遣い等の生活規律、生活態度、学習規律等、全教職員の共通理解のもと基本的生



 

活習慣の確立と規範意識の育成を図る。また、特別活動部と連携し、きまりの立案に児童が参画す

る仕組みを構築していく。 

 

・多様な他者とのかかわりを通して、多様な価値観を認め合う道徳教育の充実と人権尊重教育の推進を図

る。 

縦割り班で行うふれあいタイムや関前アドベンチャー、異学年交流遊びや委員会、クラブ活動など

の異年齢集団での活動、集会活動の取組等、様々な学校行事を通し、互いに思いやり助け合う態度

や望ましい人間関係を形成し、集団への所属感・連帯感を深め、協力してよりよい学校生活を築こう

とする自主的・自発的態度を育てる。 

道徳の教科書や教材集、人権教育プログラム等を活用するとともに、道徳教育全体計画及び 年間

指導計画を改善し、各教科等と関連を図りながら指導し、児童一人一人の自己肯定感を高め、命を

大切にする心や思いやりの心や規範意識を育成する。 

   児童の健やかな心身の発達に向けて、「道徳授業地区公開講座」の内容の充実を図り、家庭・ 

地域社会が一体となり、協働して児童に行動の範を示すことができるよう、連携を強める。 

「特別の教科 道徳」の目標・内容を踏まえ「問題解決的な学習」「体験的な学習」を取り入れる

等、「考え、議論する道徳」の充実を図る。 

      伝統や文化に関する教育を充実させて豊かな感性や情操を育むとともに、社会とのつながりを 大
切にしながら、地域社会の一員としてよりよい地域づくりに積極的に参加できる資質や能力を育成
する。 

 

(３)「元気な子ども」の育成を目指して【自らの体を大切にする体力向上、保健指導・安全指導】 
・日常的な運動の場と多様な取組の充実を促進する。 

日常的な体育指導・運動の機会の充実に努め、運動やスポーツに親しむ児童を育成し、体力の向
上を図っていく。２学期の「関ラン」(マラソンタイム)、３学期の「関縄集会」(長縄の取組)や、全校統
一の縄跳びカードの実践、各学年への運動に関するゲストティーチャーの招へいなど、運動への意
欲・動機付け、達成感の醸成とともに、他者とのかかわりを通した自己受容・他者肯定の心情を育
む。 

 
・生涯を健康で安全に過ごすための、自らの心身を大切にする素地を醸成する。 

安全指導・避難訓練を通して、自らの身を自分で守るために自分でできることを考える活動重視す

るとともに、生涯を通じて健康で安全な生活を送るための基礎を培う。 

毎月の安全指導や避難訓練、セーフティ教室、安全教室、地域防災訓練等、家庭・地域、関前防災

会と連携・協働して、危険回避能力やソーシャルメディア等の適切な利用方法・犯罪防止、安全教育

を推進し、地域全体の安全意識の高揚を図る。 

 
・食育および健康教育の充実を図る。 

     各学年に応じた食育指導を桜堤調理場と連携して実施する。 

     健康診断時や全校朝会を通して、健康にかかわる講話を行う。 

食育全体計画に基づく授業を実践するとともに、地域を生かした食育及び健康教育に関する指導

の充実を図る。 

 

(４)地域とともにある「開かれた学校」づくりを目指して 
・開かれた学校つくり協議会と協働することで、多様な観点で教育活動を常に評価し、教育活動の充実を
図るとともに、学校にかかわる様々な立場の人が主体的に教育活動に関わろうとする仕組みを構築する。 

「開かれた学校づくり協議会」におけるテーマを定めた熟議を通して、教育活動への理解と目標の共

有を図る 

学校だより、学年・学級だよりを活用し、学校・学年・学級の情報を適切に発信するとともに、学校ホー

ムページを活用し、学校運営や教育活動について、保護者・地域に広く周知する。また、学校だより・学



 

年だよりの保護者への連絡アプリを活用し、保護者がいつでも直接見ることのできる環境を構築して

いく。 

ＰＴＡとの連携、「開かれた学校づくり協議会」「学校関係者評価」、インターネットを活用した「学校評

価」「保護者・地域アンケート」を通して保護者・地域の考え・意見を収集し、教育活動の改善・充実を

図る。 

夏季休業日の全学年個人面談を設定し児童理解を深めるとともに、日頃からの相談体制を構築し保

護者との連携を密にして確かな信頼関係を育てる。  

 

(５)困り感を軽減する特別支援教育の推進を目指して 

・特別支援教育コーディネーターを中心とした校内体制の充実と、専門家スタッフや関係諸機関と連 

携した児童理解と指導・支援をすすめる 

月１回の校内委員会において、特別支援教育コーディネーターが中心となり、特別な配慮を要する児童

の把握と情報共有を徹底するとともに、特別支援教室担任、特別支援教室専門員、個別支援教室指導

員との連絡調整を進め、対象児童の自立活動・教科の補充指導が適切に受けられるよう具体的な支援

策を構築し、校内体制の一層の充実を図る。 

専門家スタッフ、臨床発達心理士、スクールカウンセラー、派遣相談員、スクールソーシャルワーカー、その

他関係諸機関との連携を深め、また、必要に応じて学校生活支援シートや個別指導計画を作成し、児童

一人一人の困り感に寄り添った個に応じたよりよい指導・支援を行う。 

 

（６）義務教育９年間のゴールの明確化と小・中学校で共有するための取組 

・小中学校の９年間を見通して教育の充実が図れるよう中学校との連携を深め、６年生が中学校へ訪問す

ることにより児童が自分自身を見つめ、中学校進学への意欲を高める機会をつくる。 

・第１学年には武蔵野スタートカリキュラム改訂版を基にした小学校生活の始まりと、安心安全で楽しい学

校生活を味わわせるとともに、近隣幼稚園・保育園等との連携を通して、自己の成長を振り返る機会を設

定する。 

・第６学年において、キャリア教育を通して社会で働く人の思いや会社の理念、その人の歩んだ道のりを知

る活動を通して、自己の生き方を振り返り、将来に向け意欲を高める活動を推進する。 

 

(７)これからの社会を見据え、恵まれた地域性を生かした特色ある教育活動の推進を目指して 

・「武蔵野市民科」を中心とする、中学校と連携した市民性を育む教育活動の充実 

生活科や総合的な学習の時間を中心に、教科等横断的に人生や社会を豊かにするために必要な「自

立」「協働」「社会参画」の視点を推進する。具体的には武蔵野市という教材を生かしたスタートカリキュ

ラムや市民性を育む教育活動、「武蔵野市民科」を、地域コーディネーター・近隣園・中学校等と連携し、

就学前から中学校までの系統性を意識した活動を、地域人材・地域の特性を生かして推進していく。 

 

・ICTを日常から適切・安全に利活用できる資質を育むデジタル・シティズンシップの醸成 

武蔵野市学習者用コンピュータ活用指針を基に、学習者用コンピュータの活用により、見つけた情報を

活用しながら、他者と協働することができる、プログラミング・論理的思考力の育成および、デジタル・シ

ティズンシップ教育を、全体計画・年間計画を基に月２回朝の時間に「情報の時間」として実施するとと

もに、家庭と連携し全教育活動を通して推進していく。 

 

・「読書センター」「情報センター」「学習センター」としての学校図書館の活用 

校長が学校図書館長として中心となり、学校司書・司書教諭・保護者・地域と連携し、児童が本の世

界に触れ、本の楽しさを感得できる読書活動を学校図書館で推進していく。 

 



 

・本校ならではの特徴を生かした教育活動の推進 

土俵を生かして行う「関前場所」の実施を通して、伝統文化に触れる経験や、互いに競い合うことの大切

さ、きまりを尊重する礼儀正しい態度、勝敗にこだわらず相手を思いやる心の育成を図り、次年度へ継続

していく。 

吹奏楽クラブの活動や発表を通した、音楽に親しむ態度や協力する態度、粘り強くやりぬく力の育成を

図る。 

 

（８）教職員のやりがい支援や校務DXを含めた働き方改革の取組 

・主体的に取り組む教員研修の充実 

   教職員自らが、主体的に取り組めるように、個々の課題に応じた校内研修の充実を図る。 

   デジタルを生かしたこれからの学びを推進できるように、授業等の実践について積極的に発信できる

システムをつくり、互いのよさを認め合う場を設定する。 

  

・互いに高め合う教職員集団作りと、組織的な人材育成 

互いの授業を見合い、盛んに意見が言い合え、授業力・学級経営力を高め合える教職員集団を目指

す。 

自己啓発・スキルアップのための研究・研修を推奨し、参加しやすい土壌を作り上げていくとともに、学

びを共有できる校内体制の構築を図る。 

管理職・教員間の授業観察を頻繁に行い、互いの授業向上に努めるとともに、教育アドバイザーによ

る若手教員の授業力向上に向けた指導を定期的に実施し、授業改善に努める。 

OJT担当主任を配置し、組織的・計画的な校内OJTの推進を通して、教員一人一人の学級経営力・

学習指導力等の向上を図る。 

 

・ICT機器利活用の全体的な知識・技能の向上 

各教科等における主体的・対話的で深い学びの実現に向けたICT機器の活用を推進していくととも

に、不測の事態に対応するオンライン活用等、１人１台GIGAタブレットの日常的で効果的な利用につ

いて検討・推進を図る。また、教職員のデジタル・シティズンシップの育成も図っていく。さらには、校務

支援システムのさらなる利活用、会議時間短縮や紙削減等の効率化を進めていく。 

 

・働き方改革を推進するための校務分掌組織作り 

校務PCを活用した事務連絡のICT化と、各主任・委員長がリーダーシップを発揮し分担した校務分

掌組織による、全教職員が学校運営に参画する組織づくりの推進を図る。 

「先生生き生きプロジェクト」の確実な実施と、市講師、学習指導補助員、副校長等事務補助、地域コ

ーディネーター等による学校支援を効果的に活用した業務の効率化を図る。 

タイムレコーダーによる出退勤システムを活用した教員の勤務時間の自己管理や定時退勤日の設定、

職員室内にマグネットで勤務状況を明示し、教職員全体で働き方改革を推進する。 

 

・(教育)公務員としての服務遵守の徹底 

年間３回以上の服務事故防止研修を通して、(教育)校務員として服務を遵守し秩序ある行動を行う意

識を高める。 

年度初めに食物アレルギー対応や救急法について研修を行い、学校としての共通理解のもと、万一の

際的確に対応できるよう教職員の意識向上を図る。 

年度初めに危機管理計画の内容を共通理解し、非常時に備えた対応を十分に周知徹底し、緊急事態

に的確に迅速に対応できるようにする。 

 



 

（９）全教職員が学校運営の主体者となるための取組 
   ・一人一人の活躍の場を広げる校務分掌配置 

     キャリアに合わせた分掌配置を行う。分掌内で提案されたことが前向きに検討できるように報告・相談・

連絡を実施し、計画できるようにしていく。 

それぞれの分掌で組織的、計画的に進行するように、主任等の意見交換、進行状況の発信をする方法を

検討する。 

   ・自己申告システムの活用による目標設定と対話による見通し 

     自己申告を活用し、自らの目標設定を行うとともに、校内の課題点の共有や前向きな対応策に対する意

見を交換する場を設定する。 

   ・主体的に学び続けるモデルとしての理解を促進する。 

      校内研修における、自らの課題設定を実施することで得た資質・能力を学校運営に転移できるように他

者評価の方法を検討する。 

 

 

 


